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シンポジウム
交通外傷
(司会:宮内義之介教授〉 
1. 交通外傷の統計的観察
郡山春男，伊藤力，仙波正義，堀部治男
田中則好，佐々木徳秀〈国立千葉病院外科〉
斎藤弘，須田裕，村田和夫(整形外科〉
伊東和人〈麻酔科〉
川上仁〈研究検査科〉
昭和 39年より昭和 41年に至る 3年聞に国立千葉病院
外科，整形外科において取扱った外傷患者総数は 5628例
であり一般外傷 4107例に対し，交通外傷は 1521例とな
る。これを昭和 34年より昭和 38年に至る 5年間と対比
してみれば，性別では男子にわずかに増加し，年令別に
はほぼ同様で、あるが，最近 3年間には老人例が多くなっ
ている。また，月別には過去 5年間では夏季に増加の傾
向を示していたが，最近3年間では季節に関係なく毎月
一定数の交通外傷が見られている。
受傷部位別には外科では頭部，下肢，顔面のJI買となり，
整形外科では下肢，上肢，胸背の順となっている。
受傷部位を相手の車の種別により分類すれば，パス事
故では胸背損傷が， トラック，自動二輪事故では上肢損
傷が多い。
創傷別には外科では挫傷が，整形外科では骨折，脱臼
が半数を占めている。交通外傷の臨床的特徴は頭部外傷
が一般外傷に比して多く，またその死亡率の高いことで
あり，今一つは種々な身体部位の重複損傷がみられるこ
とである。交通機関の大型化，スピードの増加はますま
すこの傾向を助長してゆくものである。これら重複損傷
例を外科，整形外科共通の立場より検討したが，今後交
通外傷の治療に当たっては各科医師の緊密な連繋が望ま
れるものである。 
2. 過去 10年間における顎骨々折患者の臨床統計的
観察
佐藤伊吉，堀越達郎，工藤逸郎，金沢正昭
織間正亘，佐藤研一，荻原力，原邦穂
(千大歯科口腔外科〉
われわれの教室に昭和 32年より本年8月までの約 10
年間に来院した顎骨々折の患者は 201名であった。これ
を年度別にみると昭和 39年が 36例で最も多いが，本年
は8月までですでに 26例を数え全体として逐年増加の
傾向にある。また男女の比はほぼ 7: 1で男性が圧倒的
に多い。
また年令的な分布をみると 20代 68例， 10代 49例， 
30代 29例と活動期に多いが，次に 10代以下の幼少年期
に26例と多いことは，交通外傷の多い近年の傾向であ
り，同情に耐えないものがある。
これらの患者を骨折の部位および形態より分類すると
下顎骨々体部の骨折が 118例で最も多いのであるが，詳
細にみると下顎骨々折でも下顎前歯部，下顎角部，関節
小頭頚部を含む二重，三重骨折および上下顎双方を含む
上顎複雑骨折の増加が注目される。 201例中 194例の原
因別頻度をみると，交通外傷は 107例 (55.2%)を占め，
ついで作業上の災害，喧嘩，格闘による打撲，不注意，
酪町等による転落，運動競技中の事故の順になっている。
骨折の原因を占める交通事故の年度別増加は昭和 32，._ 
36年では平均 4.8例に過ぎないが，昭和 37，._ 39年では
平均 12.8例，昭和 40，._ 42年では平均 15例と増加して
し、る。
整復固定法と固定期間の関係をみると，線副子または
レジン床副子に観血処置を併用したものが最も成績がよ
くほとんどの症例が 5週以内で治癒している。しかし近
年は上記の処置に他の間定法を追加したものが多く，近
年複雑骨折および重骨折の増加したことを示している。
交通外傷の診断と処置に当たっては整形外科，脳外科，
口腔外科および隣接科の関係者が緊密な連繋のもとに協
力すべきことは教授の持論であり，教室の基本方針であ
る。将来とも多数の先生方の御理解と御協力をお願いし
て早期診断，早期治療の徹底により悲惨な後遺症を防止
して治療成績の向上を図りたいと考えている。 
3. 重症頭部外傷診断における諸問題

清水良平，末吉貫繭

(千葉労災病院脳神経外科〉
重症頭部外傷急性期において，診断上重要なことは，
